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受払 野望剤形闇と効果の関係.航抗性托血に対すろ効

果ならびに経済性についても検討する必出がある.
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unfrancaisr占sum610).

3･ Malathion抵抗性 イエバエに対す る PyrethroidS協 力剤の効果について 相 克4!.

田中哲雄,廿日出正夫 (大正製氷株式会社研究部防虫科学研究室)47.1.19受刑

Malathion抵抗性イエバエを酎除する手段の一つとして,pyrcthroidsの協力剤の氾用効果を突

験し,SI421,TOCPの効果が優れていることがわかった. また'.協力H.rの氾川による malathiorL
の解jgIJ分脈への形弓削こついて火映したところ,S-421

用を持つことが明かになった.

新著らは北Wtf辺におけるイエバエ成虫の殺虫剤に対

する感受蛇について調恋し,札幌で採処されたイエバ

ェが malathionに対して強い蛇抗性を持つことを明

かにした (林ら;1971)2). 抵抗tl･'.イエバエの駆除には

他の殺虫剤を用いることもできろが,交芸ミ拡抗性 もあ

るので.協力剤による効果の和迩も必要である.本末

駿では pyrerhroidsの協力剤を用いて抵抗性の打破

が可価か石かについて検討を行ない知見を和たので報

告する.

本文に入るに際し,御田中を賜った名古屋大学農学

部弥富喜三教授ならびに斉藤哲夫助教矧 こ御礼申し上

げる.また,発表の機会を与えていただいた当社のTf',I

務取締役井川俊一博士,研究部丘田rf7-郎伯士に探測

する.

実験材料および方法

1. 眺試昆虫 実験に用いたイエバエMuscadom･

csh'cavl'cinaMacqu.,は北海道内の各地区より採処

して以来,15世代以上にわたって当研先安で累代飼育

小の系統で,いまなお malathionに強い抵抗性を持

つものである.系統は札幌系 (Linden,0･714〝g),留

と TOCPは mtllalhionの分脚を抑制する作

寿都系 (Linden,40.189/Lg),旭川系 (Linden,4.439

〃g)の3系統で.いずれも羽化後4日から5日日の個

体群である.

2. 眺試非刑 火映に用いた殺虫剤 は malathion

(95.0%以上)で.協力剤は S-421,p.butoxide,IB･

TA.MGK-264,Sulfoxide,n-propylisom および

TOCPの7柾獄で,いずれも工業用原体である.

malathionと協力剤の混用は1:1,1:5,1:10の割

合で調製して実験に用いた.

3. 実験方法 malathionに協力剤を況用した場合

の殺虫力については非剤をアセ トンで所疋氾度に和釈

し,徴用注射耶により,イエバェ珂g成山の胴部門板へ

0.5/Ltあて輪/!1-し.25oCのIJはは でb;,附 して24時間

後の致死山故を税焚くした.火映は1円l汎皮に20匹,

3辿区制で 3反'('u火出した. また,malathionに対
する協JJ刑の効米をiLi化学的に知る予備的な実験とし

て,次の災験を行なった.

U) 札幌系と高槻系の malathionの分解虫につい

て

供試薬剤として,0.125,%malathionェタノ-ル溶

液を準備し,実験は羽化後4日から5日目の雌成虫20
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匹をガラス製のPotter-EIvelljen型ホモゲナイザーに

入れ,1)ン敢緩衝済 (pH7.0)3.OmLで磨砕し,これ

を供試薬剤0.1mJを入れた50mg三角フラスコに入れ,

33oCの拐浴中で5分,10分,30分振盟し,阻害反応

せしめた.これを,n-Hexane5.OmLで3回にわたり,

malathionを抽出し,この抽出液をロータ.)-エバポ

レータ-で2.OmLまで濃縮してガスクロマトグラフィ

ーで定量する試料とした.

ガスクロマトグラフィーの操作条件;佐用機種 は

Varian-600-D 型磁子捕捗ガスクロマトグラフィー

(E.C.D.)で,カラムは内径3.0mm,長さ1.0m の

ガラスカラムである.充填剤は5.0%シリコンDC-550

とクロモソルプG (60-80メッシュ)である.カラム

弧皮は200oC,注入口が230oC,キャt)ヤ-ガスはN2

で, 流仙よ1.2kg/cm2,RangelxAttenuation4,'

チャートスピード0.5cm/分で操作した.試料の注入

出はいずれも1.OFLtで,実験結果は3回反配の平均値

で示した.

(｡)Malathionに協力剤を混用した場合の分解塁

突放は malathion十TOCP,malathion+S-421,

malathion十p.butoxide,malathion+MGK-264の

4位矧 こついて実施した.薬剤温度は,いずれもmal

lathion0.1%+協力剤0.1%のエタノール溶牧である.

供試虫は雌5匹で.いずれも3回反役突出し,実験の

手唄はILru記の(1)と全く同様である.

実験結果および考察

失敗の結矧ま表1から表5に記載した如くである.

Tableau1.EffetdessynergistessurlaMouche

domestiquer丘sistantauMalathion.

p,oduils Rapport LD60(FLg/♀)

utilisis MfleagesCaoio,n.i,e.ACs:1hOinglaewa監lsoun.teu
Malathion - 266.250 160.027 130.143

+S-421 1;1 1.342 1.065 1.065
1:5 0.280 0.334 0.221

1:10 0.240 0.112 0.176

+P.Butoxy-1:1 66.563 37.270 33.281
de 1:5 14.527 14.167 11.571

1:10 9.739 7.120

+TOCP 1:1 11.156 2.508 5.250
1:5 6.491 3.408 3.200

1:10 0.277 0.112 0.160

十IBTA 1:1 42.398 35.347 40.209
1:5 2.135 3.381
1:10 1.038 1.395

+MGK-264 1:1 94.306

+〟-♪-isom 1:1 80･461
+Sulfoxyde1:1 64.486 71.036

表1に認められる如く,札幌系におけるmalathion

のLD50値が266.250〝gであったのが.協力剤S-421

の混用により1･342/′gから0.240f̀gと小さな位をし

めし,協力剤の効果が大きいことが明かになっに ま

た,この悦向は旭川系や留寿都系においても同様なこ

とが認められた. 協力剤の効果は S-421>TOCP>

IBTA>p.butoxide>Sulioxide>〝-propylisom>

MGK-264の頓に低下することがわかった.これらの

ことより,協力剤の混用は有効であると･B･えた.

札幌系イエバエの雌成虫を1)ン酸緩衝紋で戯押し,

粗酵素紋として,これを基質液に加えて検討したとこ

ろ,表2の如き結果を得た.この結果により,前槻系

と札幌系では malathl'onの分解力に鎖著なる差_515の

Tableau2.Quantitdcompar占ed占compositionde
MalathionchezlaMouchedomestique

resistantaMalathion (ColonieSap･

poro)etchezcellesensibleacelui･ci
(ColonieTakatsuki).

Quantit占 Taux

TT;Hepaedne. colonie Malathi｡n ｡̀C｡m,｡Sトde de

(〃g) tion(en%)

Solution
5min. Tampon

Sapporo

121.08 0

57.33 52.66

Solution
Tampon

135.00

10min. Takatsuki 123.30

Sapporo 19.3

Solution
Tampon

132.60 0

30min. Takatsuki 119.70 9.7

Sapporo 1.20 99.1

N.B.0.1mLdeMalathiona0.125,%
corresponda125fLg･

Tableau3.EffetdeTOCPsurladdcomposition
deMalathionchezlaMouchedomes

tiquedeColonieSapporo.

Quantit6de Tau又de
T,eaTep㌫ednetproduitutilis6Malathion dicomposi･

(en/Jg) tion(en%)

Malathion
JusteaprとS +Solution 86.50 0

tampOn

5min. Malathion 54.83 36.6

+TOCP 74.83 13.5

10min. Malathion 44.33 48.8

+TOCP 72.83 15.9

30min. Malathion 10.75 87.6

+TOCP 69.75 19.4
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Tableau4.EiretdeS-421surladさcompositionde
MalathionchezlaMouehedomestique
deColonieSapporo.

Quantit6(le Tauxde

T,?aTepLednetproduitutilis̀sMalathion d̀composi･
(cn/Eg) tion(cn%)

Immさdiate･
mcntaprとS

Malatllion
+Solution
tampon

80.16 0
5min. Malathion 62.66 21.8

+S-421 73.66 8.1

10min. Malathion 46.16 42.4

+S-421 77.16 3.8

30min. Malathion ll.0 86.3

+S-421 67.0 16.4

Tableau5.EffetdeP.ButoxydeetdeMGK-264
surladdcompositiondeMalathion
chezlaMouchedomestiquedeColonie

Sapporo.

Quanti占deTau又de

T,ear:ぎudnetproduitutilis6sMalathiond占composi･(en/fg)tion(en%)
Imm6diate-Malathion
mentaprとS+Solution

84.70 0

Malatllion 64.66 23.6

5min. +p.Butoxyde 76.66 8.3
+MGK-264 76.83 9.3

Malathion 46.16 45.5

10min. +p.Butoxyde 51.83 38.8
+MGK-264 61.83 27.0

Malathion 7.36 91.3

30min. +p.Butoxyde ll.00 87.0
+MGK-264 10.38 87.8

あることが明かになった.30分後の結果では高槻系が

9.7%であるのに札幌系は99.1%が分解した.

このことより,両系統問で malathionの分解野菜

の活性がかなり界なるものと考えられる.Ozaki,Ko･

ike(1965)8)はツマグロヨコバイでβ-ナフチールアセ
チ-トを加水分解するエステラーゼ活性を比較し,マ

ラソン抵抗性個体群はエステラーゼ活性が著しく高く.

エステラーゼ活性の場合はマラソン抵抗性と密接なBg

係のあろことをのべている.ツマグロヨコバイのma･

lathionに対する抵抗性の機椛に関しては.小曲 ら

(1963)l)によって詳細な研究がなされている.なお,

f御礼 ら (1970,71)9･10)はツマグロヨコバイの胴体桝

関の Zymogram型と抵抗性像との関係を考祭,ヒメ

トビウンカを用いて交差抵抗性の考察等の興味ある報

仏を行なっている.また,イエバエに関する研究もす

くなくなく.昆虫の薬剤に対する行動抵抗性 (Far,

R.W.,eta1.,1958;Koivistoinen,P.,1961)1･5)や

March(1959)I),Oppenoorth(1958,59)6･7)らが phos-

phataseと同様な分解酵講に由来するとともに有毒物

TIの讃机の速度についてのべている.しかし,高槻系

と札幌系のような印Yfな芸界をもつものでの実験がす

くないので.今後の火映にIg]符するものが多い.

イJ械燐剤のUU,力剤であるといわれている TOCPに
ついて火験した約JLL,･213の如き結果を得た.30分後
のfuL'矧 こついてみれば.malathion叩独では87.6%

が分解するが TOCPを加えた場合では19.4%で混用

によりmalathionの分脈が抑制きれた.また.pyre･

throidsの協力剤である S-421を加えた場合では衣4
に記載されるごとくTOCPよりも効果的で.この作

用機構に興味がもたれるものである.他のpyrethroids

の協力剤は特に効果的なものがなく,S-421と作用横

網がかなり異なることを示唆すろものである.

協力剤の況用によって rnalathionの分節が抑制さ

れる機作に関してはこの火映のJTCi関では11li油が囚難で,

あらためて,cholinesterase活性瓜 β-esterasc活

班.Carboxyesterase括弧 phosphataseiFJ'性につ

いて詳細な検討が必要で,舵抗性の槻作は殺虫剤の分

脈酵宗活性に依存するものと考えられろが,ここでは

作用点に有汚物TIが兆効発現の臨界氾皮に市郎される

速さの関係を有効なる協力剤が調節したものと考えて

田く.

結 論

Malathion‡宝抗性イエバエを駆除する手段の一つと

して,pyrethroidsの協力剤の混用効果を検討し.S-

421とTOCPの効果が摩れていることが明かになった.

また.協力剤の混用によろmalathion の肝it3分脈へ

の雌響について突放したところ,S-421と TOCPが

malathionの分脈を抑制する作用を持つことが明かに

なった. この協力剤の malathionの分脈抑制の作FT]

機矧 こついては, この火映からは明椛にされないが.

有毒物質の薬効発現の疏界氾庇に=Hf8'lされる速さを調

節するものと推察した.
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uchedomestiquer占sistantauMalathion,lesaut･
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RelationBetweenAcariCidalActivitiesandSurfaceTensionofEmulsifiers. YohjiTAKA･

HASH1.TetsuoSAITOandKisabuIyATOMI(LaboratoryofAppliedEntomologyandNematology,
FacultyofAgriculture,NagoyaUniversity,Nagoya)ReceivedDecember21,1971.Botyu･

Kagaku,37,10(1972)(withEnglishSummary13)･

4. 乳化剤の殺ダニカと表面張力との関係 高橋洋治書,荒磯哲夫,弥富啓三 (名古屋大学lEt学部
!.1_.'･山学教室 名古屋市千種区不老町)46,12･21受理.

ミカンハダニ (PanonychusCftriMcGregor)の薬剤感受性検定について,乳化剤の殺ダニカと

出向協 力の関係を検討した. 抵抗性系統の薬剤感受性を検定するときに, 高波度の薬液を処理する

切合には,乳化剤による殺ダニ作用が認められる. そこで, 目的とする有効成分の効果をできるだ

けit三しく評価するために, 殺虫剤の乳荊組成について検討する必要があることがわかった. 試験し

1:24位斑の乳化剤の ミカンハダニに対する-3性は. 乳化剤のもつ表面張力低下純と密接な関係が認

められ (抵抗性系統;相関係数 Y--0･78感受性系統;Y:ニー0･73),表面張力低下経の大きい乳化

剤ほど, 恕ダニカは払かった. そして,薬剤抵抗性,感受性系統問の乳化剤感受性には差が認めら

れTlかっT=.

11}山の'#刑lLB受性を検定する場合,結果の再現性が

紬 ､ことはもちろんのこと,有効成分以外の成分の彩

轡をも知lることが必要である.乳化剤の殺虫効果につ

いては.カの助血 矧 こおいて特によく研先されてい

ち (松Ja 伊藤l);1967,Wolfenbageretall2';1967.
松肘);1968,MaxwellandPiper一);1968,Georghiou

etaL.I)･,1969,PiperandMaxwel16);1971)が,ハダ

ニにLNする報LLLj.は=PL=者らの知る限りでは,広田ら7',

(1960)の1例にすぎない.薬剤抵抗性 ハダニにおい

て生物放出を行なう場合,高濃度の薬液で処理するた

めに,乳化剤や浴剤の雄響も無祝し得ない.そこで,

散布法によるミカンハダニの薬剤感受性を検定する場

合の乳化剤の殺ダニ効矧 こ及ぼす雄饗を明らかにし,

さらに24種額の乳化剤の表面張力と殻ダニカの関係に

ついて実験した結果を報告する.

材料および方法

ミカンハダニ;抵抗性系統として名大系 (名古屋大

*現在.三菱化成工業株式会社商品研究所 横浜印綬

区鴨志田町1000
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学放学部田場から採LRしたもの)感受性系統としてP

S系 (日本良薬株式会社で,phenkaptone抵抗性胴

体群より累代選抜した有機リン剤感受性のもの)をそ

れぞれ供試した.両系統の感受性の差は,malathion

に対しては以下に述べる方法に準じて行なった火映結

果から約100倍 (名大系;LC60-12,000ppm,PS系;

LCB｡-150ppm),dimethoateに対しては約400倍 (名

大系;LC60-3,300ppm,PS系;LC60-7.5ppm)の差異

があった.

乳化剤;本実験に供試した乳化剤は,竹本油脂株式

会社.日本忠薬株式会社,三共株式会社より入手した

つぎの24種額である.

1. Sorpo122

2. Sorpo1200

3. Sorpo1800-A

4. Sorpo1800-B

5. Sorpo12020

6. Sorpo12140

7. Sorpo12183-3

8. NewkargenB-03


